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自動車や航空機、家電製品、スマートフォン、医療
機器や製造機械等、あらゆる機械製品は多数の部
品が組み合わさってつくられている。その部品一つひ
とつをつくり出すのが工作機械であり、多くの機械部
品が工作機械でつくられることから、機械をつくる機
械“マザーマシン”と呼ばれている。
工作機械は材料を切断、穿孔、切削、研磨等して、

その部品に求められる形状や精度に加工していく。
つまり工作機械の性能が部品の性能となり、ひいて
は最終製品の性能へとつながるモノづくりの生命線
となるのだ。
株式会社長谷川機械製作所は小型NC旋盤、小
型マシニングセンタを中心に開発・製造を行う工作
機械メーカーである。手のひらサイズ以下の部品を
加工対象とする小型工作機械に特化する。0.1µm
（1万分の1㎜）の精度を高速で削り出す加工を、コン
パクトなサイズで実現させた世界最高レベルの小型
工作機械はユーザーに高く評価され、自動車や航空
機、光学・OA機器、IT機器、医療機器、時計等、幅
広い産業から声がかかる。国内は福島県の白河、海
外は中国の浙江省に工場を持ち、国内向けは白河工

品の旋削とバニシング加工が行える球面加工旋盤、
削り取った金属の切粉を超高圧で破砕・分断して、切
粉の刃物への付着や加工製品への傷を防止する
「超高圧クーラント機能」を開発した。
そして現在、小型工作機械に軸足を置きながらも
注力しているのが、1台ですべてを加工して完成まで
仕上げる複合加工機だ。
「1台にすべての工程が集約されているので、設備
投資のコストが下げられます。大手企業だけでなく中
堅クラスの製造会社にも、当社の製品を使っていた
だければと思っています」
その第一弾となる、24本のツールがついてミーリ

ングから旋削まですべての加工ができる工作機械は、
来春に発表される予定だ。同社の、数多くの技術とノ
ウハウが集結された複合加工機、今はその発表を楽
しみに待ちたい。

同社の社員数は120名、そのうち開発や生産技術
に携わる人材は30人と1/4を占める。中には大手工
作機械メーカーから転職し、同社ならではの一からす
べてを任せられるモノづくりにやりがいを感じている
社員も多数いるという。
「開発に力を入れて他社との差別化を図り、競争
力をつけていくことが生き残る道だと思っています」
さらにAI、IoTといった自動化に向けた時代の流
れをくみ取りながら開発を進め、顧客に最適なソ
リューションを提案していきたいと社長は語る。
「脱炭素社会に向けて小型工作機械を極め、最高
レベルの製品を開発していく。そして小さいけれどな
くなっては困る、そういう会社になりたいです。それも
“大は小を兼ねない”ということです」
長年にわたり高精度、高速、高効率、省エネ、省ス

ペースの小型工作機械をつくり、存在感を示してきた
同社。これからも高付加価値製品を開発し、日本のモ
ノづくりの現場を陰で支えていく。

「大手光学メーカーが、部品生産を外注先に依頼
する時『長谷川を何台持っているんだ？』と当社の工
作機械の台数を聞いてから、発注数を決めていたと
いう話を聞いたことがあります」
その後、バブル景気でカメラ、OA機器業界から依
頼は急増。そして業種に広がりを持たせるため、新た
に大型機械の製造に着手。さらなる業績の拡大を図
るが、やがてバブルが崩壊する。
平成7（1995）年、それまで右肩上がりだった同社

の成長が踊り場を迎えた厳しい時期に、現社長の透
氏が代表のバトンを受け取ることになる。
「創業以来、当社は小型工作機械で存在感を示し
てきました。改めてそれに特化しようと決意し、“大は
小を兼ねない”のスローガンを立てました」
小型部品の加工には、機械の稼働効率やエネル

ギー消費の面から小型工作機械が優れている―
その考えの下、それまで以上にコンパクトな超小型工
作機械の開発がスタートした。

工作機械を小型化するにあたっての技術課題は、
剛性と振動による加工精度等の低下である。同社は
長年の知見と開発実績、製造技術を駆使してこの課
題をクリアし、平成12年、新しいコンセプトの超小型
NC旋盤「P15」を開発する。
この製品は0.1µmという高い加工精度を持ちなが

ら、間口はわずか550㎜と従来機の約1/3。それまで
加工物を回転させる主軸が横向きであったのに対し
て、「P15」は縦向きにしたことで大幅なダウンサイジ
ングを実現した。1台1工程を担い、複数台並べるこ
とでライン構築も可能にした。
そして同年10月、日本国際工作機械見本市に出
展したところ、同社のブースに大勢の人が押し寄せ
た。超コンパクトサイズにタフなボディー、高い性能を
備えた「P15」は大きな反響を呼んだのだ。
「ITやOAメーカーの部品加工メーカーに狙いを定

小型に特化し、高速、高精度、高効率の工作機械を製造。
自動車、医療、IT等多様な分野に対応し、存在感を示す
長谷川機械製作所はＮＣ旋盤、マシニングセンタを中心に小型工作機械を開発、製造する。小型部品の加工には、機械の
稼働効率やエネルギー消費の面から小型の工作機械が優れていることから、同社は手のひらサイズ以下の部品をつく
る小型に特化してきた。近年、球面加工旋盤や、削り取った金属の切粉を破砕・分断する「超高圧クーラント機能」を開発。
そして新たに複合加工機の開発も終え、来春の発表を予定している。

株式会社長谷川機械製作所

めていたのですが、それ以上に自動車部品メーカーが
注目してくださって数多く発注をいただきました」
自動車部品の製造現場では小型部品の製造にお
いてスペース当たりの生産量や作業者の移動コスト
の面で、潜在的に小型工作機械の需要があったとい
う。そこに同社の製品が登場したことで、「待ってまし
た」とばかりに注文が殺到したのだ。また、医療機器
メーカーからも骨折時に体内に埋め込むボーンスク

リューやチタンプレート等の製造に向けた需要があり、
一気に業界の幅が広がった。「P15」は現在まで続く
ロングセラーとなり、小型工作機械メーカーとして同
社の存在感を示す製品となった。

「P15」を始めとして、同社は製造ラインを構築で
きる製品を次々ラインアップに加えていく。
間口600㎜、回転する工具で加工する超小型ミー

リングセンタ「PMシリーズ」、アルミの鏡面加工から
焼入れ鋼の仕上げまで幅広い加工に対応する小型
精密NC旋盤「Jシリーズ」、回転工具搭載タレットで

複合加工を実現した小型NC旋盤「C25」、タレット
刃物台とくし刃ツーリングを融合させ高精度な複合
加工を可能にしたターニングセンタ「H30M」など。
これらの機械を部品の加工工程に応じて並べ、材
料であるワークがそれぞれの機械を自動で流れるよ
うにライン化することで、1台で完成まで行う複合加
工よりも量産加工が効率的に行えるという。同社は
顧客のニーズに応じてライン構築やカスタマイズな

どを行っている。
「加工工程を分けることで各工程が見える化され、
トラブルがあった時に、どの工程に問題があったのか
がすぐに分かるメリットもあります」
フルラインを構築しても、それぞれの機械が小型の
ため省スペースで省エネルギー。通常は5年ほどで
低下するといわれる仕上げ加工の精度が、同社の機
械だと10年以上も安定し、メンテナンス性も高いとい
う頼もしい実績も持つ。

同社は近年、ねじ切り加工専用機、1台で球体部
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場で一貫生産されている。
「世の中のほとんどの製品が工作機械によって生
まれています。この先、産業によって需要は変化する
かもしれませんが工作機械がなくなることはないで
しょう。時代が変わっても、さまざまなモノづくりに必
要とされるものなのです」（長谷川透社長）
創業以来、小型工作機械メーカーとして歩を進め、
小型に特化することで競争力を高めてきた同社。掲
げるスローガンは “大は小を兼ねない”である。

昭和3（1928）年、大手工作機械メーカーに勤め
ていた現社長の祖父・長谷川渉氏が、独立して同社
を興す。創業当時、中型・大型工作機械の製造を手
がけるメーカーが多い中、「小物部品の高精度加工
には、小型工作機械が欠かせない」と確信して、小型
の4尺旋盤の製造に励んだ。
高度経済成長の頃は光学業界からの依頼が相次

いだ。小型工作機械の製造技術やノウハウを持つ同
社の製品が他社と比べて抜きん出ていたためだ。

昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大という
未曾有の危機に直面し、大きな不安に駆られた１年
でした。依然として不透明な経営状況の中でがん
ばる県内中小企業等の皆様方に、この場をお借り
してあらためて深く敬意を表します。
コロナ禍は、日々の社会経済活動に多大な影響

を与えました。埼玉県産業技術総合センターは地
域の中小企業を技術面から支援するために、県が
運営する公設試験研究機関ですが、当センターも
例外ではありません。従来対面で行ってきた技術相
談等の基本業務が大きく制限され、一定期間、業
務提供の停止を余儀なくされました。再開後は、経
営難に直面した県内中小企業の負担軽減のため、
主支援サービスである依頼試験及び機器開放の
料金を半額にする措置を取っています（２０２１年６
月現在継続中）。
また、コロナ禍においては、テレワークをはじめと

した社会のＩＴ化（ＡＩ、ＩｏＴ、ＤＸ含む）が加速してい
ます。ポストコロナにおいても、この変化は継続して
いくと考えられますが、一方でデジタル化の遅れや
安全への脆弱性などの課題も浮き彫りになりました。
さらに今後、少子高齢化に伴う生産年齢人口の減
少等による経済成長の停滞が懸念されています。
この対応策としても、ＩＴ化推進による生産性の向
上が急務とされています。こうした状況を受け当セ
ンターでは、県内中小企業に対し次の支援を行っ
ています。
①競争力の強化、生産性向上、技能継承を目的と
した「ＩｏＴ・ＡＩ導入・活用支援」

②ＩｏＴ・ＡＩ導入のノウハウ・効果を体感するための
「ボードコンピュータ利用講習会の開催」
③自社導入の事前確認の支援として「ＩｏＴ検証ラ
ボの設置及び技術職員派遣」

④当センターによる遠隔サービス提供の可能性を
探るための「スマートグラス等を活用した遠隔支
援の実証実験」

⑤各種３Ｄプリンタ等を用いた「デジタルものづくり
支援」

⑥味覚センサを用いた「味のデジタル化支援」など
ＩＴ化推進には、経営層の意識変革が極めて重
要と言われています。当センターでは、県内中小企
業の経営者の皆様が一歩踏み出せるような施策を
中心に展開しています。業種、業態を問わず、ポスト
コロナをチャンスにできるよう、是非ご活用下さい。
なお、おかげさまで当センターは今年１００周年を

迎えました。今回はＩＴ化推進を中心にご紹介しまし
たが、ほかにも環境負荷低減を目的とした「環境対
応プラスチックへの転換支援」、デザイン思考によ
り消費者の潜在ニーズを顕在ニーズ化して売れる
製品づくりを目指す「デザイン支援」、加工食品の
付加価値化を目指す「ブランド食品研究会」などの
支援にも重点的に取り組んでいます。
今後も保有する人的・物的資源を最大限活用し、

環境変化への対応を怠ることなく、地域の中小企
業が抱える「困りごと」の解決や「やりたいこと」の
実現への技術的な支援に努めます。そして、県内
産業の活性化、ひいては豊かな県民生活への貢献
を目指していきます。

小型工作機械メーカーとして地歩を築く

埼玉県産業技術総合センター
センター長
福田 保之氏

ポストコロナを見据えた
攻めへの転換期
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品が工作機械でつくられることから、機械をつくる機
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機、光学・OA機器、IT機器、医療機器、時計等、幅
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粉の刃物への付着や加工製品への傷を防止する
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そして現在、小型工作機械に軸足を置きながらも
注力しているのが、1台ですべてを加工して完成まで
仕上げる複合加工機だ。
「1台にすべての工程が集約されているので、設備
投資のコストが下げられます。大手企業だけでなく中
堅クラスの製造会社にも、当社の製品を使っていた
だければと思っています」
その第一弾となる、24本のツールがついてミーリ

ングから旋削まですべての加工ができる工作機械は、
来春に発表される予定だ。同社の、数多くの技術とノ
ウハウが集結された複合加工機、今はその発表を楽
しみに待ちたい。

同社の社員数は120名、そのうち開発や生産技術
に携わる人材は30人と1/4を占める。中には大手工
作機械メーカーから転職し、同社ならではの一からす
べてを任せられるモノづくりにやりがいを感じている
社員も多数いるという。
「開発に力を入れて他社との差別化を図り、競争
力をつけていくことが生き残る道だと思っています」
さらにAI、IoTといった自動化に向けた時代の流
れをくみ取りながら開発を進め、顧客に最適なソ
リューションを提案していきたいと社長は語る。
「脱炭素社会に向けて小型工作機械を極め、最高
レベルの製品を開発していく。そして小さいけれどな
くなっては困る、そういう会社になりたいです。それも
“大は小を兼ねない”ということです」
長年にわたり高精度、高速、高効率、省エネ、省ス

ペースの小型工作機械をつくり、存在感を示してきた
同社。これからも高付加価値製品を開発し、日本のモ
ノづくりの現場を陰で支えていく。

「大手光学メーカーが、部品生産を外注先に依頼
する時『長谷川を何台持っているんだ？』と当社の工
作機械の台数を聞いてから、発注数を決めていたと
いう話を聞いたことがあります」
その後、バブル景気でカメラ、OA機器業界から依
頼は急増。そして業種に広がりを持たせるため、新た
に大型機械の製造に着手。さらなる業績の拡大を図
るが、やがてバブルが崩壊する。
平成7（1995）年、それまで右肩上がりだった同社

の成長が踊り場を迎えた厳しい時期に、現社長の透
氏が代表のバトンを受け取ることになる。
「創業以来、当社は小型工作機械で存在感を示し
てきました。改めてそれに特化しようと決意し、“大は
小を兼ねない”のスローガンを立てました」
小型部品の加工には、機械の稼働効率やエネル

ギー消費の面から小型工作機械が優れている―
その考えの下、それまで以上にコンパクトな超小型工
作機械の開発がスタートした。

工作機械を小型化するにあたっての技術課題は、
剛性と振動による加工精度等の低下である。同社は
長年の知見と開発実績、製造技術を駆使してこの課
題をクリアし、平成12年、新しいコンセプトの超小型
NC旋盤「P15」を開発する。
この製品は0.1µmという高い加工精度を持ちなが

ら、間口はわずか550㎜と従来機の約1/3。それまで
加工物を回転させる主軸が横向きであったのに対し
て、「P15」は縦向きにしたことで大幅なダウンサイジ
ングを実現した。1台1工程を担い、複数台並べるこ
とでライン構築も可能にした。
そして同年10月、日本国際工作機械見本市に出
展したところ、同社のブースに大勢の人が押し寄せ
た。超コンパクトサイズにタフなボディー、高い性能を
備えた「P15」は大きな反響を呼んだのだ。
「ITやOAメーカーの部品加工メーカーに狙いを定

開発に力を入れ、モノづくりを支える
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めていたのですが、それ以上に自動車部品メーカーが
注目してくださって数多く発注をいただきました」
自動車部品の製造現場では小型部品の製造にお
いてスペース当たりの生産量や作業者の移動コスト
の面で、潜在的に小型工作機械の需要があったとい
う。そこに同社の製品が登場したことで、「待ってまし
た」とばかりに注文が殺到したのだ。また、医療機器
メーカーからも骨折時に体内に埋め込むボーンスク

リューやチタンプレート等の製造に向けた需要があり、
一気に業界の幅が広がった。「P15」は現在まで続く
ロングセラーとなり、小型工作機械メーカーとして同
社の存在感を示す製品となった。

「P15」を始めとして、同社は製造ラインを構築で
きる製品を次々ラインアップに加えていく。
間口600㎜、回転する工具で加工する超小型ミー

リングセンタ「PMシリーズ」、アルミの鏡面加工から
焼入れ鋼の仕上げまで幅広い加工に対応する小型
精密NC旋盤「Jシリーズ」、回転工具搭載タレットで

複合加工を実現した小型NC旋盤「C25」、タレット
刃物台とくし刃ツーリングを融合させ高精度な複合
加工を可能にしたターニングセンタ「H30M」など。
これらの機械を部品の加工工程に応じて並べ、材
料であるワークがそれぞれの機械を自動で流れるよ
うにライン化することで、1台で完成まで行う複合加
工よりも量産加工が効率的に行えるという。同社は
顧客のニーズに応じてライン構築やカスタマイズな

どを行っている。
「加工工程を分けることで各工程が見える化され、
トラブルがあった時に、どの工程に問題があったのか
がすぐに分かるメリットもあります」
フルラインを構築しても、それぞれの機械が小型の
ため省スペースで省エネルギー。通常は5年ほどで
低下するといわれる仕上げ加工の精度が、同社の機
械だと10年以上も安定し、メンテナンス性も高いとい
う頼もしい実績も持つ。

同社は近年、ねじ切り加工専用機、1台で球体部

場で一貫生産されている。
「世の中のほとんどの製品が工作機械によって生
まれています。この先、産業によって需要は変化する
かもしれませんが工作機械がなくなることはないで
しょう。時代が変わっても、さまざまなモノづくりに必
要とされるものなのです」（長谷川透社長）
創業以来、小型工作機械メーカーとして歩を進め、
小型に特化することで競争力を高めてきた同社。掲
げるスローガンは “大は小を兼ねない”である。

昭和3（1928）年、大手工作機械メーカーに勤め
ていた現社長の祖父・長谷川渉氏が、独立して同社
を興す。創業当時、中型・大型工作機械の製造を手
がけるメーカーが多い中、「小物部品の高精度加工
には、小型工作機械が欠かせない」と確信して、小型
の4尺旋盤の製造に励んだ。
高度経済成長の頃は光学業界からの依頼が相次

いだ。小型工作機械の製造技術やノウハウを持つ同
社の製品が他社と比べて抜きん出ていたためだ。

従来の1/3サイズの小型工作機械を開発

充実した小型工作機械ラインアップ

専用機や複合機、高付加価値製品を開発

東北営業所・白河工場

工場内部の様子

写真(左)PM250-5X、（右）J25R

同社製品を組み合わせて構築したライン



埼玉りそな経済情報2021.8埼玉りそな経済情報2021.83 4

自動車や航空機、家電製品、スマートフォン、医療
機器や製造機械等、あらゆる機械製品は多数の部
品が組み合わさってつくられている。その部品一つひ
とつをつくり出すのが工作機械であり、多くの機械部
品が工作機械でつくられることから、機械をつくる機
械“マザーマシン”と呼ばれている。
工作機械は材料を切断、穿孔、切削、研磨等して、

その部品に求められる形状や精度に加工していく。
つまり工作機械の性能が部品の性能となり、ひいて
は最終製品の性能へとつながるモノづくりの生命線
となるのだ。
株式会社長谷川機械製作所は小型NC旋盤、小

型マシニングセンタを中心に開発・製造を行う工作
機械メーカーである。手のひらサイズ以下の部品を
加工対象とする小型工作機械に特化する。0.1µm
（1万分の1㎜）の精度を高速で削り出す加工を、コン
パクトなサイズで実現させた世界最高レベルの小型
工作機械はユーザーに高く評価され、自動車や航空
機、光学・OA機器、IT機器、医療機器、時計等、幅
広い産業から声がかかる。国内は福島県の白河、海
外は中国の浙江省に工場を持ち、国内向けは白河工

品の旋削とバニシング加工が行える球面加工旋盤、
削り取った金属の切粉を超高圧で破砕・分断して、切
粉の刃物への付着や加工製品への傷を防止する
「超高圧クーラント機能」を開発した。
そして現在、小型工作機械に軸足を置きながらも
注力しているのが、1台ですべてを加工して完成まで
仕上げる複合加工機だ。
「1台にすべての工程が集約されているので、設備
投資のコストが下げられます。大手企業だけでなく中
堅クラスの製造会社にも、当社の製品を使っていた
だければと思っています」
その第一弾となる、24本のツールがついてミーリ

ングから旋削まですべての加工ができる工作機械は、
来春に発表される予定だ。同社の、数多くの技術とノ
ウハウが集結された複合加工機、今はその発表を楽
しみに待ちたい。

同社の社員数は120名、そのうち開発や生産技術
に携わる人材は30人と1/4を占める。中には大手工
作機械メーカーから転職し、同社ならではの一からす
べてを任せられるモノづくりにやりがいを感じている
社員も多数いるという。
「開発に力を入れて他社との差別化を図り、競争
力をつけていくことが生き残る道だと思っています」
さらにAI、IoTといった自動化に向けた時代の流
れをくみ取りながら開発を進め、顧客に最適なソ
リューションを提案していきたいと社長は語る。
「脱炭素社会に向けて小型工作機械を極め、最高
レベルの製品を開発していく。そして小さいけれどな
くなっては困る、そういう会社になりたいです。それも
“大は小を兼ねない”ということです」
長年にわたり高精度、高速、高効率、省エネ、省ス

ペースの小型工作機械をつくり、存在感を示してきた
同社。これからも高付加価値製品を開発し、日本のモ
ノづくりの現場を陰で支えていく。

「大手光学メーカーが、部品生産を外注先に依頼
する時『長谷川を何台持っているんだ？』と当社の工
作機械の台数を聞いてから、発注数を決めていたと
いう話を聞いたことがあります」
その後、バブル景気でカメラ、OA機器業界から依
頼は急増。そして業種に広がりを持たせるため、新た
に大型機械の製造に着手。さらなる業績の拡大を図
るが、やがてバブルが崩壊する。
平成7（1995）年、それまで右肩上がりだった同社

の成長が踊り場を迎えた厳しい時期に、現社長の透
氏が代表のバトンを受け取ることになる。
「創業以来、当社は小型工作機械で存在感を示し
てきました。改めてそれに特化しようと決意し、“大は
小を兼ねない”のスローガンを立てました」
小型部品の加工には、機械の稼働効率やエネル

ギー消費の面から小型工作機械が優れている―
その考えの下、それまで以上にコンパクトな超小型工
作機械の開発がスタートした。

工作機械を小型化するにあたっての技術課題は、
剛性と振動による加工精度等の低下である。同社は
長年の知見と開発実績、製造技術を駆使してこの課
題をクリアし、平成12年、新しいコンセプトの超小型
NC旋盤「P15」を開発する。
この製品は0.1µmという高い加工精度を持ちなが

ら、間口はわずか550㎜と従来機の約1/3。それまで
加工物を回転させる主軸が横向きであったのに対し
て、「P15」は縦向きにしたことで大幅なダウンサイジ
ングを実現した。1台1工程を担い、複数台並べるこ
とでライン構築も可能にした。
そして同年10月、日本国際工作機械見本市に出
展したところ、同社のブースに大勢の人が押し寄せ
た。超コンパクトサイズにタフなボディー、高い性能を
備えた「P15」は大きな反響を呼んだのだ。
「ITやOAメーカーの部品加工メーカーに狙いを定
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